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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズサーバ.ワークステーシヨンをお買い求めいただき、 
まことにありがとうございます。 

Express 5800シリーズサーバ-ワークステーシヨンに添付されている 「RAO EzAssis ロンフィグ 
レーシヨンユーティリティ」は、 Express 5800シリーズの基本処理装置に Mylex ディスクアレイ〕 
ント□ーラ ou 降 r アレイコント□ーラ」または r コント□-ラ」と呼ぶ）を増設した場合、あるいは 
八ードディスクを増設した場合じは、ディスクアレイコント□ーラに接続したディスクを利用可能 
な状態にするためじ、ディスクアレイの構成のき斤規設定または設定変更を巧う必要があります。 

本書では、これらの設赶こ使用ずるコンフィグレーシヨンユーティリティ （RAID EzAssist ) の操作 
方法について説おしまず。 

Express シリーズ本体の持つ機能を最大限に引き出すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読 
みになり、これ6のユーティリティを正しくお使いじなるようにお願い申し上げます。 


本文中の記号について 

本女中では次の3種類の記号を使庙していまず。それぞれの意巧を示します。 


Q ユーティリティや装置を取り扱ラ上で守 S なければな6ない事柄や特に注意をずべき点 
を示しまず。 

itta _ 


IP 1 ユーティリティや装置を取り扱ラ上で確認をしておく必要びある点をおしまず。 



チェック 


国 

ヒント 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示しまず。 


ソフトウェア使用条件 

添付の CD - ROM 内のソフトウェアを使用するにあたって、添付の r ソフトウェアのご使用を件」を 
お読みじなり、その内容についてご確認な6びにご承諾ください。 


iii 













ユーザーヴポートについて 


ソフトウエアに関ずる不明点や聞い合わせは別冊の r ユーザーズガイド」に記載されている保ずサー 
ビスセンターへご連絡ください。 また、インターネットを使った情報サービスも巧っておりまずの 
でご利用 < ださい。 

http://www.express.nec.co.jp/ 

Express 日800『58番制：製品情報、 Q&A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.Tieldin 宫 .co.Jp/ 

NEC フイールデイング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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ユーテイ IJ テイについて 


通常、ディスクアレイシステムは、 EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップにてセットアッ 
プし、おもに Global Array Manager にて管理■保守します。本ユーティリティは、次のような限 
られた場面でのみ使用します。 

• シームレスセットアップでは設定できないような複雑なシステムを設定するとき 

• シームレスセツトアップでバックアップしたディスクアレイコンフイグレーシヨン情報をリス 
トアするとき 


• オペレーティングシステムが起動しないような致命的な障害が発生したとき 



2 使用する前に 


RAID EzAssist コンフィグレーシヨンユーティリティを使用ずる前にお読みください。 


2.1 使用上の注意 


RAID EzAssist は、ディスクアレイコント□-ラに接続された八ードディスクの RAID 環境を設走 
するユーティリティです。ユーティリティ自体はディスクアレイコント□-ラ本体の円 ash ROM 
内に格納されており，基本処理装置の POST 画面上でホ、ソト丰一を押ずことで起動できます。 

ディスクアレイコント□-ラを Express シリーズ基本処理装置で使用する場合，まず最初に基本処 
理装置の運用を件を考慮した最適な RAID レベルを還をし、 RAID EzAssist を使用して RAID 環境を 
構築します。 

RAID EzAssist による RAID 環境の構築を行う前に、次のことを植認してください。 

• 基本処理装置にディスクアレイコント□ーラが実装されていること 
• 使用する八ードディスクと SCSI ケーブルが正しく接続されていること 
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2.2 RAID 環境構築に必要な昼礎知識 


ここでは RAID 環境を構築するためにあ要な基礎が識について説 S 月します。 


パック (Pack) 


複数の八ードディスクのグループを表し 、 Logical Drive を設をするためのもととなるものです。 
RAID EzAssist では Disk Array ( A 0, A 1... An ) と表示され、チャンネルにまたがってパックを構成 
することができます。また、1つのパックを構成する八ードディスクは最大で8台または1日台であ 
り、ディスクアレイコント□ーラの種類によって異なりまず。詳しくは、ディスクアレイコント 
□ー ラじ添付の取扱説明書をご殖認< ださい。 

次の図はディスクアレイコント□ーラに八ードディスク3台で構成されるパック、八ードディスク 
日台で構成されるパック、および八ードディスク2台で構成されるパックを設定した例です。 


ディスクアレイ 
コント□-ラ 



図 1. パック 


Logical Drive 

パック内に作成される仮想的なドライブで、 0 S か6物理ディスクとして認識されます。 
1つのディスクアレイコント□—ラ当たり最大32個の Logical Drive を設定できます。 


Logical Drive ステータス 

• ONLINE 

Logical Drive を構成するすべての八ードディスクが正常な状態。 

• CRITICAL 

RAID 1、 5の Logical Drive を構成ずる八ードディスクのうち、1台が「〇〇1^6」]:又外となった 
が態。 
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• OFFLINE 

— RAIDO の Logical Drive を構成する八ードディスクのうち1台 W 上が 「 online 」 とが卜となった 
状態。 

- RAID 1, 5の Logical Drive を構成する八ードディスクのうち2台と J 上が 「 online 」 
じ(タトとなつた状態。 offline 状態はデータ処理を巧うことができません。 


RAID (Redundant Array of Inexpensive Disks; 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクを複数まとめてあう技術のことを意 
巧します。 

つまり RAID とは複数の八ードディスクを1つのディスクアレイとして構成し、これ6を劾率よく 
運用することでず。これにより単体の大容量ノ\ー ドディスクより高いパフォーマンスを得ることが 
できまず。 


ディスクアレイに構成されると、ホストコンピュータか6は、複数の八ードディスクが1つの八一 
ドディスクとして認識されまず。また、ディスクへのアクセスは、ディスクアレイを構成している 
複数の八ードディスクに対して並斤に巧われます。このため、八ードディスクの故障時にデータの 
冗長性を持たせることができまず。 

RAID には、その冗長方まの違いじより、いくつかの種類があり、これを 「 RAID レベル」と呼び、 
例えば、 RAID レベル已の場合、 「 RAID 5」 と記述しまず。 

RAID EzAssist では、 RAIDO 、 1、0+1、5、 」 BOD を構成可能ですが、 Express シリーズとして 
サポートしているのは 、 RAID 0,1, 5および0+1のみですので，これ W 外の RAID レベルでの運用 
は行わないでください。 Express シリーズでサポートしている4種類の RAID レベルの特徴は WTF の 
とお U です。 


• RAIDO 

データのストライピング。データの読み書きが高まであるが、データの冗長性はない。2台 
W 上の八ードディスクで構成し、記憶容量は構成ずる八ードディスクの総容量に等しい。 

• RAID! 

八ードディスクのミラーリング。2台の八ードディスクで構成し、その巧1台の八ードディスク 
巧障に対し冗長性があり、復旧が可能。記憶容量は八ードディスク1台分となる。 

• RAID 0+1 

データのストライピング+ミラーリング。3台と J 上の八ードディスクで構成し、その内1台の 
八ードディスク巧障に対し冗長性があり、復旧が可能。記憶容量は構成する八ードディスク総 
容量の1/2となる。 

• RAID 已 

データおよび冗長データ（パリティ）のストライピング。3台以上の八ードディスクで構成し、 
その内1台の八ードディスク故障に対し冗長性があり、復旧が可能。記憶容量は構成する八一 
ドディスク数か61台分弓 I いた数となる。 
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スパン 

複数のパックにまたがって Logical Drive を設定ずることを意巧しまず (6.1.2 章参照）。 

スパンは、同じ台数の八ードディスクで構成されているパックが連続して配列されている場含に巧 
能となりまず。1つの Logical Drive は最大4つのパックにまたがってスパンすることができまず。 



RAIDS : 

実容量； 4GB 


パック内に 



パック 2 



Logical Drive は スノ \、ゾ 
1 つとすると 


RAIDS : 

実容量； 8GB 



図 2 . スパン 


ストライピング 

ひとまとまりのデータを分割して、複数の八ードディスクにまたがってデータを書き込む機能を意 
口未します。 


ストライピングサイズ 

ストライピングを行う際のデータ分割単位を意巧しまず。 


八ードディスク 

ユーテイ リティでは Physical Device と表示されます。 


八ードディスクステータス 

八ードディスクの状態にはじ(下のものがありまず。 

• Unconfigured 

パワーオン状態で正常に動作可能であり、パックに構成されていない状態。 

• Online 

パワーオン状態で正常に動作可能であり、パックの一員として定義されている状態。 
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♦ Spare 

パワーオン状態で正常に動作可能であり、スペアディスクとして定義されている状態。 

♦ Offline 

故障等で、コント□ーラによりパックの構成から切り離された状態。 


U ビ J レド 

故障ディスクのデータ再構築のことをいいまず。リビルドにはスタンバイリビルド、才ートマチ、ソ 
クリビルド，マニュアルリビルドの3つのタイプがあります。 


• スタンバイリビルド 

システム運用中に八ードディスクに何6かの障害が発生した場合に，オペレータの介人なしに 
ディスクアレイコント□—ラによって自動的に行われるリビルドのことをいいまず。 
スタンバイリビルドを動作させるためじは、同ーディスクアレイコント□-ラに故障ディスク 
と同容量と J 上のディスクを接続し，スタンバイディスクとして設をしておくことが'必要です。 
スタンバイリビルドが動作すると、パック構成が自動的に変更されます。 

a スタンバイ U ビルドび行われた場合は、必ずコンフイグレーシヨン情報の/(ックアツプを取り直し 
て < ださい。 


• 才ートマチック U ビルド 

スペアディスクが設をされていない場合に、故障した八ードディスクを正常な八ードディスク 
と交換することにより > 自動的に開始されるリビルドのことをいいまず。 

• マニュアルリビルド 

柳璋した八ードディスクを正常な八ードディスクに交換した後、オペレータが RAID EzAssist 
にて実巧するリビルドのことをいいまず旧. 3.6.1 章参照）。 

通常はスタンバイリビルドか才ートマチックリビルドが動作しますので、マニュアルリビルド 
を実巧する必要はありません。 


スペアディスク 

パックを構成する八ードディスクに障害が発生した場合に、スタンバイリビルドによって自動的に 
リビルドを行うために設定しておくモ借の八ードディスクです (8.3.4. 1章参照)。 


障害が発生したハードディスクよりスペアディスクの容量が少ない場合、スタンバイリビルドは動 
US 作しません。 

ヒント 
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ライトキャッシュ 

• Write Thru 

キャッシュライトの際に八ードディスクへのデータの書き込みも行う制御方まです。ソフト 
ウェアは、八ードディスクへの書き込み処理を終了するのを待ってか6次の処理に移るため、 
-般的に WriteBack よりアクセス性能は劣ります。しかし，ソフトウェアか6の書き込み要求 
が即時に八ードディスクじ反映されるため，電源瞬断などの不慮の事故が発生して电データを 
損失する危険性が少ないという利点があります。 


• Write Back 

キャッシュライトの際に八ードディスクのデータの書き込みを後で巧う制御ちまでず。キャ，ソ 
シュにデータが書き込まれた時点でソフトウエア側に完了适巧が発行されるため、八ードディ 
スクへの書き込み処理が完了ずるのを待たずにソフトウ I ア側は次の処理を継続することがで 
きます。一般的に Write Thru よりアクセス性能が向上しますが、電源瞬断などの不慮の事故が 
発生した際にキャッシュの内容が八ードディスク上に反巧されない場合があり、データを損失 
する危険性がありまず。 


イニシャライズ 

パックおよび Logical Drive を構成しただけの状態では、 RAID としてのデータの整合性がとれてい 
ません。イニシャライズ旧. 2.4.2 章参照）を実施ずることにより、 RAID としてのデータの整合性が 
と6れまず。 

a すでに運巧中の Logical Drive にがしイニシャライズを実行した場合、データがずベて’消まされて 
しまいまずのでごを意ください。 


バックグラウンドイニシャライズ 

ディスクアレイコント□-ラはパックおよび Logical Drive を構成した後、直ちに 0 S のインストー 
ルなどができるバックグラン ドイニシャライズ機能を持っています。この機能により 、 RAID 
EzAssist によるイニシャライズは不要となり、 RAID 構成作業を短時間で斤うことができます。 


2.3 コンフイグレーシヨン情報の管理 


誤ってコンフィグレーション情報を変更してしまった場合や、万一にディスクアレイコント□—ラ 
故障等によるコンフィグレーション情報の破壊のために、新規に RAID 構成を行った場合または 
RAID 構成の変更を行った場合は、あずコンフィグレーション情報のノ'{ックアップを巧ってくださ 
い （ 1 0.2 章参照）。また、スタンバイリビルド等によってコンフィグレーションが変更された場合 
にも、コンフィグレーション情報のバックアップを巧ってださい。コンフィグレーション情報はフ 
□、ソピーディスクじバックアップしまず。あ6かじめ 1.44 MB でフオーマツトした空きフ□ツピ ー 
ディスクをご用意ください。 
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3 コンフイグレーシヨンの手順 

本章ではコンフィグレーション設定の手順を説 S 月します。 



ンを新規に設定する場合 


初めて RAID EzAssist を使用してコンフィグレーションを設定ずる場合の手順を示します。 


コント□-ラのパラメータの確認およびコンフイグレーシヨンのパックアップは必ず巧ってくださ 


1 .RAID EzAssist のスタート （5 章参照） | 



2. Configure RAID Drive (6 章参照） | 



3. View or Modify Controller Configuration (7 章参照） | 


ここで，'必ずコント□ーラのお認を行って < ださい。 

4. Initials 

e Drive 旧'2'4'2章参照） | 



Logical Drive の初期化を巧いまず。 

己 . Backup Configuration (10.2 章参照） | 


ここで、必ずコンフィグレーションのバックアップを 
巧ってください。 

日 . RAID EzAssist の終了（り章参照） | 
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3.2 八ードディスク装置の追加を行う方法 


八ードディスクの追力□は、パックを追化する場合、スペアディスクを追力□する場合、および Add 
Capacity を実施ずる場合の3通りがありまず。 


3-2.1 パックを追加ずる場合 


a ^ コント□—ラのパラメータの確認およびコンフィグレーシヨンのバックアップは必ず行つてくだ 
さい。 

E 重3 

♦ 既存の Lo 居 ical Drive の初期化を巧わないでください。巧]期化を巧ラと、ユーザーデータびずべ 
て破壊されてしまいまず。 


じ(下の手順で作業を巧います。 


1. 八ードディスクを装置に追力□実装する 


2. RAID EzAssist のスタート巧章参照） j 



3. Configure RAID Drive (6 章参照） | 


ここで，あずコント□ーラのお認を巧って < ださい。 

4. Initials 

: e Drive 旧'2'4'2章参脫 | 




已 . Backup Configuration り 0.2 章参照） | 


ここで、'必ずコンフィグレーションのバックアップを 
巧ってください。 

6. RAID EzAssist の終了 （11 章参照） j 
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3.2.2 スペアディスクを追加ずる場合 


コンフイグレーシヨンのバックアップは必ず巧ってください。 


W 下の手順で作業を巧います。 


1. 八ードディスクを装置に追力日実装する 


2. RAIDEzAssist のスタート巧章参照) 




3. スペアディスクを作成する旧. 3.4.1 章参照） 1 


ここで 、追ぶした八ードディスクをスペアディスクじ 
構成してください。 

4. Backup Configuration り 0.2 章参照） | 


ここで、必ずコンフィグレーションのパックアップを 
巧ってください。 

6. RAID EzAssist の終了 （11 章参照） j 
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3.2.3 Add Capacity を実施ずる場合 

Add Capacity とは既をのパックにディスクを追力□し、パックを再構成することをいいまず 。 Add 
Capacity を行う前 I こ必ず下記の注意事項を確認してください。 


• 追加ずるディスクは、虐加したいパックを構成しているディスクと同じ容量、同じタイ 
プのものを使用してください。 

• 追加ずるディスクは、 Unconfi 邑 ured でなければなりません。スペアディスクはパック 
に追加ずることびでをません。 

• Add Capacity 実行中はシステムの電源を OFF にしないでください。万一、停電などの 
原因でシステムの電源び OFF になった場合は、巧の電源投入時に Add Capacity が自動 
的に再開されまず。 

• RAID 1 に対して Add Capacity を実巧ずると、 RAID レベルが RAIDO + 1に変更されま 
す。 

• Add Capacity はスパン構成のパックに巧して実行ずることはでをません。 

• Add Capacity の実施により、巧象となる既存のパックに巧して大幅なストライプ構成 
の変更が実施されることになりまず。不慮の事故に備えて必ずデータのバックアップを 
実施してください。また、作業中にパリティ不整合が検出された場合、 Add Capacity 
び異常絡了し、ごく希にデータを失ラ場台がありまずので、事前に Consistency 
Check も必ず実施してください。 

• Add Capac け y はリビルドや Consistency Check と同時に巧うことはできません。必 
ずリビルドや Consistency Check が完了したことを確認してか5実施してください。 

• 縮退に ritical ) 状態では Add Capacity を実巧ずることはできません。 
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コンフイグレーシヨンのバックアップは必ず巧ってください。 


W 下の手順で作業を巧いまず。 


1. データをバックアップする 


2. パックの状態を確誘する （8.1 章参照) 



縮退状態の場合は DEAD ディスクを交換し、 

リビルドを実施してください。 

3. Consistency Check を実施ずる （8.2.4. 1章参照） | 


データを修復ずるモードで実施して<ださい。 

4. 八ードディスクを装置に追加!実装する 1 



5. RAID EzAssist のスタート巧章参照） | 




6. Add Capacity を実施ずる （6.4 章参照） | 


追力□した八ードディスクを既存のパックに追庙し 
パックを再構成してください。 

7. Backup Configuration り 0.2 章参照） | 


ここで必ずコンフィグレーションのバックアップを 
巧ってください。 


8. RAID EzAssist の終了 （11 章参照) 
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ンを変更する場合 


現在のコンフィグレーション情報をクリアして新たにコンフィグレーションずる場合の手順を示し 
ます。 


S 


• コンフィグレーション情報をクリアずる前に必ず、必要なファイルのバックアップを行つてくだ 
さい。コンフィグレーション I 肩報をクリアすると、ユーザーデータはずべて破壊されてしまいま 
ず。 

♦ コント□—ラのパラメータの確認およびコンフイグレーシヨンのバックアップは必ず巧つてくだ 
さい。 


じ(下の手順で作業を巧います。 


1 .RAID EzAssist のスタート （5 章参照） | 



2. Clear Configuration (10.5 章参照） | 


ここでコンフィグレーションをクリアしてください 

3. Con 化 

jure RAID Drive (6 章参照） | 




4. View or Modify Controller Configuration (7 章参照） | 


コント□ーラのパラメータのお認を斤ってください。 


5. Initialize Drive (8.2.4.2章参照) 


6. Backup Configuration (10.2 章参照) 


ここで必ずコンフィグレーションのパックアップを 
巧ってください。 


ス RAID EzAssist の終了 （11 章参照) 
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3.4 コント□—ラの交換を行う場合 


RAID のコンフィグレーション情報は八ードディスク内にを在するため、コント□ーラを交換する 
だけで自動的にコンフィグレーションが復元されまず。ただし、何らかの不具合によって自動的に 
コンフィグレーションが復元されなかった場合、バックアップしておいたコンフイグレーシヨン情 
報からリストアを実施してください。 


1. コント□-ラのを換 1 



2. ケーつ 

'ル，八ードディスクの接続を確認 1 


3. 基本処理装置を起動 


通常はコント□ーラを交換ずる前のコンフィグレーションで 
起動し、このまま運用巧能となりまず。 


何らかの原因でコンフイグレーシヨンが復元しなかった場合は、じ(下の手順でコンフイグレー 
1^ シヨンのリストアを行ってください。 

ヒント 


1 .RAID EzAssist のスタート巧章参照) 


2. Restore Configuration (10.3 章参照) 


3. RAID EzAssist の終了 （11 章参照) 


a コンフィグレーションのリストアに使用したバックアップデータは大切な情報でずので、引き続き 
大切に保营しておいてください。 
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4 RAID EzAssist の表巧画面 


図 3. を体画面 

RAID EzAssist のレビジョンを表示します。 

現在操作中のコント□ーラ番号を表示します。 

コント□ーラの FW レビジョンを表示します。 

現在の処理に対するキー入力指示を表示しまず。 

実行中の処理により、表示内容が異なります。 

Arrows , Tab 二 SELECT 

矢印キー ( t -1 ^)またはく了3り>キーによリ、操作の対象(反転表示)が移動しまず。 
PgUp / PgDn=SCROLL 

く PageUp > キーで表示を前方向にスク□—ル、く PageDown キーで後方向にスク□—ル 
しまず。未表示のリストがある場合 I こ使巧します。 

Enter 二 ACCEPT 

く Ente 「> キーで操作を確を/選択しまず。 

ESC 二 PREV 

く Esc > キーで 目リ^ ニュー I こ戻りまず 0 「No Key input is accepted , please wait ..」 と表 
示されている場含は時闇がかかる処理を巧っていまず。キー入力をしないで、そのまま 
待ってください。 

現在の操作の対象を反転表示します。 

t が表示されている場合は、上方向にホ表示のリストがあることを示しまず。 
i が表示されている場合は、下方向にホ表示のリストがあることを示しまず。 
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RAID EzAssist の表示画面について説明します。 



①愛@④ 


⑤⑥ 

















































已 RAID EzAssist の起動 


この章では RAID EzAssist の起動方法について説明しまず。 

W 下に示す手順 I こ従って RAID EzAssist を起動してくださし、 


I 昼本装置の電源を ON にずる。 

POST(Power On Self Test ) を開始しまず。 

三 POST で■(下のメッセージが表示された5、 < Alt > キーと < R > キーを同時に巧す。 


AcceleRAID xxx BIOS Version x.xx-xx (xxx xx. xxxx) 

Mylex Corporation 

AcceleRAID xxx Firmware Version x.xx-xx 

AcceleRAID xxx PCI Address : xxxxxxxx Bus=x Dev/Slot=xx Functio 打 =x IRQ=xx 
AcceleRAID xxx Memory = xx MB (xxxxxxxxx) 

<AcceleRAID BIOS is enabled 〉 

Press <ALT-M> for BIOS options 

Press <ALT-R> for RAID configuration options 


図 4. POST 


上記^、ソセージの下に J ： rF の^、ソセージが表示されたら、 EzAssist の起動が受け付けら 
れたことになります。 POST が終了するまでお待ちください。 


RAID contiguration will start after system initialization comDletes 


図 5. メッセージ 


上記メッセージが表 7F されない場合は、<ひ1"1>キー、<八け>キー、および <Delete> キー 
を同時に巧して装置を再起動させてください。 

ヒント 
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POST が正常に終了ずると、 W 下の画面が表示され、ディスクアレイコント□ーラと 
八ードディスクのスキヤンが始まります。 


Notice 

Sea 打打 1 打 a Controller 1, Channel 0, Target ID 2.., 


[[Cansel]| 


図 6.scan 

スキヤンが終わるまでそのままお待ちください。 

ここで、 < Ente 「> キーを押してしまうと処理がキャンセルされてしまいます。 


〇 環境を件によって表示される画面が異なるので、1•ソ下の3つのを件の5ち、該当ずる 
項目に進む。 


• 容量の違う八ードディスクがある場合 . 3-a 

• コンフィ グレーシヨ ンされていない場合 . 3-b 

• コンフイグレーシヨンされていないディスクがある場合 . 3-C 


3 -a 容量の違ラ八ードディスクびある場合 

モコンフィグレーションの八ードディスクが複数台あり、かつ容量が違う場合は下記の 
ようなメッセージが表示されます。を意喚起の意巧なので> そのまま < Ente 「> キーを押 
してください。 



回 7. 容量が違〇場合 


引き続き手順4に進みまず。 
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3-b コンフイグレーシヨンされていない場合 

巧めて起動した場合（コンフィグレーションされていない場合），下記のようなメッセー 
ジが表示されまず。 



コンフィグレーションを行う場合は， [ Yes ] を達がしてください。 
コンフィグレーションの処理に移ります （6 章図13参照）。 

コンフィグレーションを行わない場合は、 [ No ] を達がしてください。 

本メッセージはコント□-ラごとに表示されますので、コンフィグレーションずる場合 
は希望するコント□-ラ番号が表示されていること（①参照）を痛認するお要がありま 
ず。 

すべてのコンフィグレーションが完了した引き続き，手順4に進みます。 


3-C コンフィグレーシヨンされていないディスクびある場合 

コンフイグレーシヨン されていない 八ード ディスクがある場合、下記のような メ、ソセー 
ジが表示されます。 



コンフィグレーションを行う場合は， [ Yes ] を達がしてください。 
コンフィグレーションの処理に移りまず （6 章図13参照）。 

コンフイグレーシヨンを行わない場合は、 [ No ] を達がしてください。 
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? : 馈 CD ⑥⑥⑩ 

國 10. コント□-ラの選択 

Controller No . コント□ーラ番号を表示します。 

Controller Model . コント□ーラのモデルさ!を表示します。 

PCI Host . PCI ホストブリツジ番号を表示しまず。 

PCI Bus . PCI バス番号を表示しまず。 

PCI Dev . PCI デバイス番号を表示します。 

PCI Func . PCI ファンクション番号を表示しまず。 

Firmware Version . コント日ーラの FW レビジョンを表示しまず。 


コント□ーラを選択すると、 W 下のようなメインメニューが表示されます。 


Configure RAID Drive 

View or Modify Controller Configuration 
Perform Administration on ... 

Rescan for New Devices 


Advanced Options 


図 11 . メインメニュー 


メインメニューからコンフィグレーションを巧う方法じついては 6 章に説明します。 


本メッセージはコント□ーラごとに表示されまずので、コンフィグレーションする場含 
は希望ずるコント□ーラ番号が表示されていること（①参照）を確認ずる必要がありま 
ず。 

ずべてのコンフィグレーションが完了したら、引き続き、手順4に進みまず。 


4 を望するコント□-ラを選択ずる。 



①②巧④愈⑥⑦ 
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6 コンフイグレーシヨンの方法 

〜 Configure RAID Driv 百〜 

この章では， コンフイグレーシヨ ンの方法について説おしまず。 

コンフイグレーシヨンを実行するために、メインメニューから 「Configure RAID Drive」 を選択し 
まず。 


[Configure RAID Drive] 

View or Modify Controller Conflauratio 打 
Perform Administration on ... 

Rescan for New Devices 


Advanced Options 


図 12. Configure RAID Drive 


「Configure RAID Drive」 を選択すると、以下の画面が表示されまず。 


Configure RAID Drive 
Controller 0 

Configuration 
Method 

[[Automatic]] 

[ Assisted.] 

「 Custom I 


The Automatic method selects the 
best optimized RAID configuration 
based on your system configuration, 
automatically. 


図 13. Configuration 方ま 


ここで、コンフイグレーシヨンの方法を違択します。 

コンフイグレーシヨンのち法は3種類ありますが、ここではおず [Custom] を選択してください。 


コンフイグレーシヨン方ミ去 

作業概要 

Automatic 

き動的にコント□ーラに接続されている有効なすべての八ードディスクを 
使用して、1つのパックと1つの LogicalDrive を作リます。スペアディスク 
の有無は.八ードディスクの数によって異なります。 

Assisted 

一連の質問に答えるおで RAID を構成します。コント□ーラに接続されてい 
る有効なすべての八ードディスクを使用して1つのパックを作ります。 

Logical Drive の数とスペアディスクの有無はユーザーが設定します。 

Custom 

ユーザーがすべての設定を巧うことができます。 
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a [Automatic] や [Assisted] を還択した場合、細部に渡ってご要望通りのコンフイグレーシヨンを 
巧うことができません。必ずに ustom] を選択し、マニュアルでコンフイグレーシヨンを巧ってく 
ださい。 


新しいディスクアレイをコンフィグレーションずる場合は、 Custom コンフィグレーションのメ 
ニュ ー TTConfigure a New Disk Array 」 を選択し、く Ente にキーを押してください。 


Configure a New Disk Array 

Add Capacity to Existing Disk Array 

Define Logical Drive(s) 

Assign Spare Drive(s) 

Spanning 


図 14. Configure a New Disk Array 


6.1 八ードディスクの選択 


パックを構成する八ードディスクを違択しまず。 


Disk Arrav Configuration 
Array AO 

Select the physical drive(s) desired for the disk array: 


Unused Drives 
Chan：ID 


Capacity 

(GB) 


Disk Array usable 
Chan:ID capacity 


0 

00 

SeaOate 

ST 39236 LC 

0010 

8.3841 

0 

01 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

0 

02 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

0 

03 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 


Array Capacity ： 0.00 


[save Array I i Cancel] 


[Clear ] 


國 15. 八ードディスクの選択 

ハードディスクを選択し、く Ente にキーを押すと 、 Disk Array ボックスに移動しまず。 
J \- ドディスクの選択が終了したら、く Tab > キーによリカーソルを下部に移しまず。 
ハードディスクの選択に問題がない場含は 、 [Save Array ] を選択します。 
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違択した八ードディスクの容量が異なる場合は、次のようなメッセージが表示されます。 



Drive Size 


The arrav has drives of different capacities. It may 
result in wastage of space. 


[[Ok]] 


四 16. 容量が違ラ八ードディスクを違巧した場合 

容量の違う八ードディスクを違択したために、 へー ドディスクの容量が無駄になることを通巧して 
います。了承する場合は [ Ok ] を達がします。 


パックに構成していない八ードディスクがまだ残っている場合は、次のようなメッセージが表示さ 
れます。 



Logical Drive Configuration 
Arrav AO 

The 打 ew 丄 V confiqured disk array can not be utilized 
by the operating system until you define one or more 
logical drives. 

Would you like to define logical drives now? 


[[Yes] I I No 


圏 17. Logical Drive / 八ードディスクの選択 

複数のパックを作成する場合、ここで [ No ] を違がすると次のパックの設定メニューに戻ん [ Yes ] 
を違がすると現在設定したパックに対する Logical Drive の作成メニューに移ります (6.3 章参照)。 
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6.2 スパニング時の八ードディスクの選択 


スパニング時(複数のパックから1つのシステムドライブを作成)のパック作成方法を説明します。 
まず、 Custom 〕 ンフイグレーシヨンのメニュー画面でに panning 」 を選択しまず。 


Configure a New Disk Arrav 

Add Capacity to Existing Disk Array 

Define Logical Drive(s) 

Assign Spare Drive(s) 

Spanning 


図 18. Spanning 


W 下の画面が表示された場合は、スパニングが Disablel こなっていますので、 [ Yes ] を逞択してス 
パニングを Enable じします。 EzAssist を起動した直後は、スパニングの設をは Disable じなってい 
まずので、まずここで Enable に設定してください。 


Notice 

Custom Conflauration 

Spannina is currently disabled. Mylex Online RAID 
EXPANSION (MORE) will not be allowed if you enable 
Spanning. Enable Spanning? 


[[Yes] 

國 19. Spanning を有効に設定 


[No 


Q スパニングを行ったシステムドライブに巧しては 、 Add Capacity を実施できなくなりまずのでご 
ま意ください。 


図19の画面でスパニングを Enable にした後に図18の画面でスパニングを違択すると、じ(下の画面 
が表示されます。スパニングの設ををお》力じしたい場合は [ Yes ] を逞択します。 


Notice 

Custom Conflauration 

Spannina is currently enabled. Mvlex On 丄 ine RAID 
EXPANSION (MORE) will be allowed if you disable 
Spanning. Disable Spanning? 


I Yes I [ [No] I 

圏 20. Spanning を有劾【こ設定済み 
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スパニングを Enable に設定した 6 、前ぺージの國18の画面で 「Configure a New Disk Array 」 を 
違おし，1つ目のパックの八ードディスクを逞択した後 ， [Save Array ] を選がします。八ードディ 
スクの選択方法については、「6.1章八ードディスクの違択」を参照してください。 

次に、下記の画面で [ No ] を違択し 、 Logical Drive を作成せずに次のパックのハードディスクを選 
択します。スパニングするパックをずべて作成した6、下記の画面で [ Yes ] を違択し 、 Logical 
Drive の設定メニューに移ります。 


Notice 

Logical Drive Configuration 
Array AO 

The newly configured disk array can not be utilized 
by the operating system until you define one or more 
logical drives. 

Would you like to define logical drives now? 

[Yes ] I LNoj I 

図 21 .Logical Drive / 八ードディスクの選択 


PQ 各パックで選択した八ードディスクの台数はずべて同数でなければなりません。 


Logical Drive の設定メニユーで 、 Logical Drive Definition の下の巧 I こ Array 番号が複数表示され 
ており、パックが複数になっていることを確認してください。 


Loaical Drive Definition 

Array 0,1 

Drive RAID 内 rite Stripe Capacity (GB) 

No. Level Cache Size(KB) Physical Logical Maximum 
New 5 Back 白 4 日 0.7 白白 33.844 日 0.7 白白 

1 Add Drive | 

1 Apply 1 



1 Cancel | 



1 Clear New | 



1 Delete Last| 

C 

Hapacitv rounaina may occur for alignment with block 

sizes. 


図 22. Spanning 時の Logical Drive 設定画面 


J：i 降の手順はスパニングしない場合と同じです。「6.3章 Logical Drive の作成」に進んでください。 
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6.3 Logical Drive の作ぶ 


Logical Drive の設定を行いまず。 


Logical Drive Definition 
Array 0,1 


Drive RAID Write Stripe Capacity (G 巨） 

No. Level Cache Size(KB) Physical Logical Maximum 「 Add Drive 

New .5] Back 64 己 0.766 33.844 己 0.766 

t I Apply 


Cancel 


Clear New 


Delete Last 


Capacity rounding may occur for alignment with block sizes. 


図 23. Logical Drive 設定 


じ(下の設をはカーソルキーを使って移動させまず。 


RAID Level 

RAID の種類を指定しまず。 < Space > キーを押して一覧か6違択します。 

Write Cache 

Write Cache の設をを行いまず。 < Space > キーを押して 「 Back 」、「 Thru 」 の違択をします。 

通常 、 Write Back にするとライト性能が向上しまずが> 電源異常時にキャッシュバッファのデー 
夕消失リスクを負います 。 Write Back は、パ、ソテリバックアップモジュール旧 BM ) が実装されて 
いる場合か、無停止電源 ( UPS ) を備えたシステムの場合のみに使用してください。 

なお、 BBM の実装の有無については，ディスクアレイコント□ーラに添付の取あ説明書を参照し 
てください。 


Stripe See 

Stripe Size の設をを行いまず。 < Space > キーを押して一覧か6逞択しまず。 


Capacity Physical / Logical 

容量の設定を行いまず。 Physical は物理的な容量でず。 Logical は論理的な容量で冗長分の容量を 
差し引いた容量です。 

RAID level、Write Cache , Stripe Size 、 および Capacity Physical / Logical の 4 項目の設定を確' 
認した後に、 < Tab > キーを押します 。 [Add Drive ] に力ーソルが移動しますので、 W 下の処理を巧 
います。 
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Add Drive 

Logical Drive の設定が磕をしまず。確定した Logical Drive は下のボックスに追力□されます。 

パックに空き容量がある場合、または他のパックがある場合は力ーソルが左側に戻りますので、再 
度 、 RAID level、Write Cache、Stripe Size 、 および Capacity Physical / Logic : al の 4 項目の設定 
を行います。パックの容量をすべて Logical Drive に設をした場合は、力ーソルが左側に戻りませ 
ん。この場合は、次の 「 Apply 」 の処理 I こ移ってください。 

Q 最後の Logical Drive 設定時にパックの空き容量が残6ないよラに、パックの客量をずべて 
Lo 邑 icalDrive に設定してください。 


Apply 

パックおよび Logical Drive の構成が決定します。パックおよび Logical Drive の作成が完了したこ 
とじなります。 

Cancel 

パック 、 Logical Drive の設定をずぺて丰ャンセルします。 

Clear New 

Logical Drive の設定をずべてキャンセルします。 

Delete Last 

最後の Logical Drive のみキャンセルしまず。 
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.4 Add Capacity to Existing RAID Array 


既にを在しているパックに八ードディスクを追力□する場合に本メニューを使用しまず。 
Unconfigured のハードディスクが接続されていない場合、本メニューは使用できません。 


Configure a New Disk Arrav 

Add Capacity to Existing Disk Array 

Define Logical Drive(s) 

Assign Spare Drive(s) 

Spanning 


図 24. Add Capacity to Existing Disk Array 


「Add Capacity to Exsisting Disk Array 」 を選択後、以下の画面で Add Capacity を行う Disk Ar ¬ 
ray を選択します。 


Disk Arrav Selection 
Controller 0 

Please select the disk array you 
wish to view : 

Array Total Unused 

Name Capacity(GB) Capacity(GB) 


AO 16.926 0.000 


國 2 己 . Disk Array Selection 

Disk Array を選択したら、追が]ディスクを選択し、に ave Array ] を選択しまず。 


Disk Array Co 打 riguratio 打 
Array AO 


Select the pnysica 丄过 rive(s) desired for the disk array: 


Unused Drives Capacity 

Chan：ID (GB) 


い ： 00 Seagate ST 39236 LC 0010 8.4631 


Disk Array usable 
Chan : ID capacity 


0 

00 

8 .4 白 3 

0 

01 

8. 4 白 3 

0 

02 

8. 4 白 3 


Array Capacity ： 0.000 


[Save Array I [ Cancel i 


[Clear ] 


図 26. 追加ディスクの選択 
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じ(下のメッセージが表示されるので，更にディスクを追出したい場合には [ Yes ] を，これじ(上の 
ディスクの追出がない場合には [ No ] を達がします。 



Logical Drive Configuration 
Arrav AO 

You can add a logical drive ana start the data 
migration or you can just start the data migration. 
Choose yes if you can have finished adding physical 
drives to the pack. Do you wish to add more physical 
drives? 


[res I I [No]] 


圏 27. Drive 追力日淀滿 

Logical Drive の設定メニユーが表示されまず。ここでは [Add Drive ] を選択せずに、 [ Apply ] を違 
択してください。追力□した分の容量は 、 Add Capacity 処理が終了した後に反峡されます。 


Loaical Drive Definition 

Array 0 

Drive RAID Write Stripe Capacity (GB) 

No. Level Cache Size(KB) Physical Logical Maximum 
New Back 白 4 扫 .4 白 1 白 . 34 白 8.4 白 1 

1 Add Drive | 

1 Apply 1 


0 己 Back 64 2 己 .383 16. 目 22 

1 Cancel | 



1 Clear New | 



1 Delete Last| 

C 

: apacitv rounaina may occur for alignment with block 

sizes ， 


図 28. Logical Drive 設定 


Add Capacity が background で実施されます。処理が終了ずるまでお待ちください。 

進披状況は no . 8章 Background Tasks 」 で磕認できます。必ず Add Capacity が終了してから、 
「6.目章 Define Logical Drive ( s )」 の手順 I こ従って Logical Drive を作成してください。 
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6.5 Define Logical Drive(s) 


既にパックが存在しており 、 Logical Drive を追力□する容量が残っている場合に本メニューを使用 
します。 


Configure a New Disk Arrav 
Refine Lg^ical Drivels)I 

Assign Spare Drive(s) 


図 29. Define Logical Drive ( s ) 


操作手順は 「6.3 章 Logical Drive の作成」と同じですので、こちらを参照してください。 


6.6 Assign Spare Drive(s) 


スペアデイスクの設をを巧いまず。 

操作手順は「8.3.4章 Designate Drive as Spare / Unused 」 と同じでずので、こちらを参照してく 
ださい。 


Configure a New Disk Arrav 
Define Logical Drive(s) 

As sign Spare Drive 


図 30. Assign Spare Drive ( s ) 
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7 コントローラの確認および設定変ち 

〜 View or Modify Controller Configuration 〜 

コント□ーラの設定確認および変更を巧いまず。 

Configure RAID Drive 

View or Modifv Controller Configuration 
Perform Administration on ... 

Rescan for New Devices 

Advanced Options 

図 31 .View or Modify Controller Configuration 


Controller Conriauration 


Controller 0 

Vendor : 

Mylex 

Model : 

AcceleRAID xxx 

Firmware Version : 

X.XX-XX 

BIOS Version : 

X.XX-XX 

PCI Bus : 

0 

PCI Device : 

1 

PCI Function : 

1 

IRQ ： 

0 

Memory Address : 

00 白 8D7A8 (size 8192 bytes) 


[Properties] I 


図 32. Controller Configuration 


[ Properties ] を選択すると、 J ： i 下のような表示になります。 



Controller Configuration 



Controller 0 


iGloball 

Mylex 

AcceleRAID xxx 

Ven 

Mod 

Startup 

Advanced 

Fir 


X.XX-XX 

BIOS Version : 

X.XX-XX 

PCI 

Bus : 

0 

PCI 

Device : 

1 

PCI 

Function : 

1 

IRQ 


0 

Memory Address : 

00 巨 8D7A8 (size 81 弓 2 bytes) 


[ 

[Properties] 





図 33. Properties 
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Global 


図 33 の 「 Propertieis 」 画面で「 Global 」 を選択すると次の「 Global 」 画面が表示されまず。 


Global Properties 
Controller 0 

Automatic Rebuild Management : 
StrageWorks Fault Management(TM): 
Background Process Rate ( を）： 

Drive Size Coercion : 


Enabled 

Disabled 

50 

Disabled 


[[OkJ I I Cancel I 


図: 34. Global 


各項目の初期値は ly 下のよラに設定されていまず。これ5の設定は変更しないでください。 

I 

Automatic Rebuild Management 

初期値は、 （" Enabled 」 になっていまず。 

StrageWorks Fault Management 

初期値は、 「 Disabled 」 [こなっていまず。 

Back 旨 round Process Rate 

初期値は、「50」になっていまず。 

Drive Size Go 已 「cion 

初期値は、 「 Disabled 」 になっていまず。 

万一、初期値が上記の設定 I こなっていなかった場合は、各^ニューの設をを変更した後に [ Ok ] を 
選択します。 

この場合確認表示が化ますので、変更が正しい場合は [ Yes ] を選択しまず。 

[ No ] を選択すると変更が無効じなります。 

Notice 

Save Chanaes? 

Controller 0 

Modifications have been made to the parameters 
pertaining to this controller. Would you like to 
save the changes? 


[ 拍 s ] I [N。]] 

國 3 日.変更確認 
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7.2 Startup 


「 Properties 」 画面および I " Startup 」 画面を J : JrR こ示します。 



Controller Configuration 



Controller 0 

Ven 

Mod 

Fir 

Global 

Startup 

Advanced 

Mylex 

AcceleRAID xxx 

X.XX-XX 

BIOS Version : 

X.XX-XX 

PCI 

Bus : 

0 

PCI 

Device : 

1 

PCI 

Function : 

1 

IRQ 


0 

Memory Address : 

0068D7A8 (size 8192 bytes) 


[ 

[Properties] I 





図％. Properties 


Q fRAID EzAssist ™ Configuration UtilityJ のパージョンやディスクアレイコント□—ラの種類 
によって設定値が異なりまず。 ly 下のいずれかの設定となっていることを確認し、通常は設定を変 
要しないでください。 


startup Properties 
Controller 0 

Disk Spin Up : On Command 

Number of Disk Drives per Spin : 2 
Initial Delay (seconds) : 5 

Delay Between Spins (seconds) : 6 


[[OkJ I I Cancel i 


EzAssist のバージョンが2.02 JU 前の場合、じ(下のような設定となっています。 


StartuD Properties 
Controller 0 

Disk Spin Up : By Controller 

Number of Disk Drives per Spin : 2 
Initial Delay {seconds) : 0 

Delay Between Spins {seconds) : 6 


[[OkJ I I Cancel I 


図 37. Startup 
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表示されている設走で良い場合は、 [ Ok ] を逞択しまず。 

万一、初期値が國37のどち6かの設定になっていなかった場合は、設定を変更した後に [ Ok ] を違 
択します。この場合確認表示が化ますので、変更が正しい場合は [ Yes ] を選択します。 

[ No ] を選択ずると変更が無効になります。 


Notice 

Save Chancres? 

Controller 0 

Modifications have been made to the parameters 
pertaining to this controller. Would you like to 
save the changes? 


[ 拍 s ] I [N。]] 


図 38. 変更確認 


Disk Spin Up 

初期値は 、 「By Controller 」 または rOn CommancUl こなっていまず。 

Number of Disk Drives per Spin 

初期値は、「2」になっています。同時にスピンアップする八ードディスクの数を設定しまず。 
Disk Spin Up が 「By Controller 」 または 「On Command 」 の場合に設定できまず。 


Initial Delay 

初期値は 、 Disk Spin Up が 「By Controller 」 の場合は「0 」、 Disk Spin Up が 「On Command 」 の場含 
は「5」1こなっていまず 。 Disk Spin Up が 「By Controller 」 の場合にのみ設定できまず。 

Delay Between Spins 

初期値は、「6」になっています。一連の八ードディスクのスピンアップサイクルの闇隔(秒）を設定 
します 。 Disk Spin Up が 「By Controller 」 または 「On Command 」 の場合 I こ設定できます。 
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7.3 Advanced 


「 Advanced 」 画面を J : 尸 F に示しまず D 


startup Properties 
Controller 0 

Disabled 
0 

Enabled 
Disabled 
0 


[[OkJ I I Cancel i 


Patrol Read : 

Patrol Read Delay(hours): 

Temporary Offline : 

Device Health Monitoring(S.M.A.R.T): 
S.M.A.R.T Polling Interval(minutes) : 


図 39. Advanced 


各項目の初期値はむ下のよラに設定されていまず。これ5の設定は変更しないでください。 

Patrol Read 

初期値は、 「 Disabled 」 になっていまず。 

Patrol Read Delay(hours) 

初期値は、「0」になっています 。 Patrol Read を実行ずる時闇間隔を設定しまず。 

Temporary Offline 

初期値は、 「 Enabled 」 になっています。 

Device Health Monitoring (S.M.A.R.T) 

初期値は、 「 Disabled 」 になっています。 

S.M.A.R.T Polling Interval (minutes) 

初期値は、「0」になっています。 

Ell 「RAID EzAssist™ Configuration Utility 」 のバージョンが 2.02Ji^ 前の場合、 本 機能はサポートされて 
Hh もりません。 

ヒント 


万一、初期値が上記の設を I こなっていなかった場合は、各メニューの設をを変更した後 I こ [ Ok ] を 
選択します。 

この場合磕認表示が化ますので、変更が正しい場合は [ Yes ] を選択しまず。 

[ No ] を選択すると変更が無効になりまず。 
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8 RAID およびデバイス設定の確認-変更 

〜 Perform Administration on ... 〜 

Disk Array (パック ）、 Logical Drive . Physical Device の状態表示、および各種操作を巧いまず。 
下國のように 「Perform Administration on を選択します。 


Confiaure RAID Drive 

View or Modifv Controller Configuration 
[perform Administration on ... i 

Rescan for New Devices 


Advanced Options 


図 4 日 . Perform Administration on ... 


「Perform Administration on を選択ずると、 W 下の画面が表示されます。 


Disk Arra を I 
Logical Drive 
Physical Device 


図 41.Disk Array 


8.1 Disk Array 


Disk Array (パック）の状態表示ちまを W 下に示します。 
「Disk Array 」 を違択ずると、次の画面が表示されます。 


Disk Arrav Selection 
Controller 0 

Please select the disk array you 
wish to view : 

Array Total Unused 


Name 

Capacity(GB) 

Capacity(GB) 

AO 

A1 

16.768 

0. 000 

8. 046 

2.052 


図 42. Disk Array Selection 


ここで、ホ望するディスクアレイを逞択すると、次の画面が表示されます。 


View Array Conrlauration 


図 43. View Array Configuration 
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ここで 、 「View Array Configuration 」を選択すると、 J ： i 下の画面のよう I こパックに使用している 
八ードディスクがボックス内に表示されます。 


Disk Array Conriguration 
Array AO 


Physical disks in disk array: 

Chan : ID Vendor Model Version Capacity(GB) Status 

0:01 Seagate ST 39236 LC 0010 8.384 Online 

0:02 Seagate ST3923 白 LC 0010 8.384 Online 

0:03 Seagate ST 39236 LC 0010 8.384 Online 

Disk Array Capacity : 16.768GB 

Used ： 16.768GB Unused ： 0.000 GB 


[[Ok] I 


図 44. Disk Array Configuration 


8.2 Logical Drive 


Logical Drive の表示方法を W 下に示します。 


Disk Array 
Logical Drive 
Physical Device 


図 45. Logical Drive 


[Logical Drive 」 を選択すると次の画面が表示されます。 


Logical Drive Selection 
Controller 0 

Please select a logical device : 
Logical Drive RAID Capacity 


No. 

Name 



Level 

(GB) 

Status 

0 

Sfliaical 

Drive 

0 

己 

3.99 白 

Online 

1 

Logical 

Drive 

1 

己 

3.99 白 

Online 

2 

Logical 

Drive 

2 

己 

3 .99 白 

Online 


図 46. Logical Drive Selection 
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8.2.1 View or Modify Drive Configuration 

Logical Drive の設定および使用している八ードディスクを表示します。 
Stripe Block Size、Write Cache の設定を変更することができまず。 

Logical Drive Selection の表示方法を以下[こ示します。 

[View or Modify? Controller Confi^jEfationi 

View Bad Data Table 
Locate Drive 

Advanced Options 

図 47. View or Modify Drive Configuration 


「View or Modify Drive Configuration 」 を選択すると、次の画面が表示されまず。 


Logical Drive Configuration 
Controller 0, Logical Drive 0 


Name : 

Status: 

Capacity : 

RAID Level : 

Cache Line Size : 
Stripe Block Size : 
Write Cache : 


Logical Drive 
Online 
16.768 GB 

8 KB 
64 KB * 
Write-Back * 


[[Ok] I 


[Cancel I 


Physical Disks : 

Chan : ID Vendor Model Version Capacity(GB) Status 


0 

01 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

Online 

0 

02 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

Online 

0 

03 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

Online 


図 48. Logical Drive Configuration 


ホ望する項目を選択し、設定を変更してください。 


Q stripe 团 ock Size を変更ずると Logical Drive 巧のデータび破壊されまずので、新規にコンフイ 
グレーシヨンを設定した場合！ • ソ外は変更しないでください。 


RAID EzAssist コンフイ グレーシヨ ンユーテイリテイ 37 






































8.2.2 View Bad Data Table 


リビルド時に、 online の八ードディスクのデータを何らかの異常により読み化せなかった Logical 
Drive の論理アドレスを参照することができます。 


View Bad Data Table の表示方法をじ(下1こ示します。 


View or Modify Controller Conflauratio 打 
[View 巨 ad Data Tablei 

Locate Drive 


Advanced Options 


図 49. View Bad Data Table 


[View Bad Data Table 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Bad Data Table 
Controller 0, 
Logical Drive 0 
Seq No. Address 


[[Ok] I 


図 50. Bad Data Table 
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8.2.3 Locate Drive 


Logical Drive で使用している八ードディスクを確認するために、八ードディスクの LED を点灯さ 
せます。なお、八ードディスクの種類によって、点なしないものわあります。 


Locate Drive の表示方法を W 下に示しまず。 


View or Modify Controller Conflauration 
View Bad Data Table 
Locate Drive 


Advanced Options 


図 51.Locate Drive 


「Locate Drive 」 を選択すると、次の画面が表示されまず。 


Notice 


Locate 

Controller 0, Channel 0, Target 0 

Physical drive LEDs (if applicable) belonging to this 
logical drive should be blinking. 


[[Ok] I 


図 52. Locate Drive 終了 指示 


[ Ok ] を選択ずると LED は消灯しまず。 
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8.2.4 Advanced Options 

Advanced Options の表示ち法を以下 I こ示します。 


view or Modify Controller Configuration 
View Bad Data Table 
Locate Drive 


[Advancecf Optionsi 


図 53. Advanced Options 


8.2.4.1 Check Consistency 

RAID の整合性殖認および修復を行いまず。 
rAdvanced Options 」 を選がずると> 次の画面が表示されます。 


Check Consistency 
Initialize Drive 
Rebuild Redundancy Data 
Cancel Background Task 
Delete Logical Drive 


図 54. Check Consistency 


ここで 「Check Consistency 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Check Consistency 

Controller 0, Lo 幻 ica 丄 Drive 0 

Repair 





data? 

Perform consistency 



checking between primary 


1 Yes 1 

and redundant data. 



generating a warning if 


1 [No] 1 

the redundant data is 



inconsistent. No data 


1 Cancel 1 

repairing is performed. 





図 55 . 動作モード選択 


エラーを檢化した場合にデータの修復をずる場合は、 [ Yes ] を選択します。 
エラーを檢化した場合にデータの修復をしない場合は、 [ No ] を選択します。 

処理は background で実行されまず。 

Logical Drive びイニシャライズされていない場合は実巧できません。 
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8.2.4.2 Initialize Drive 

Logical Drive のイニシャライズを行います。 

「Advanced Options 」 を選択ずると、次の画面が表示されまず。 

Check Consistency 
Initialize Drive 
Rebuild Redundancy Data 
Cancel Background Task 
Delete Logical Drive 


図 56. Initialize Drive 


ここで 「Initialize Drive 」 を選択ずると、次の画面が表示されまず。 


Warning 

Initialize Drive 
Controller 1,Logical Drive 0 

The drive initialization is destructive and will 
erase all data on the drive. Are you sure you want 
to continue with this process? 


[ 拍 s ] I [N。]] 


図 57. Initialize Drive 開始指示 


イニシャライズは Logical Drive のずベてのデータをミ肖去しまずので実行にはミち意が必要です。 


実行する場合は、 [ Yes ] を違択しまず。 
実行しない場合は、 [ No ] を違択します。 

処理は background で実巧されます。 


複数の Logical Drive のイニシャライズを並巧して巧う場合： 

イニシャライズを開始ずると Logical Drive の違択メニューじ戻ります旧.2章國46参照）。 

他の Logical Drive のイニシャライズを並行して巧いたい場合は> Logical Drive の選択メニューで 
対まの Logical Drive を達択して> イニシャライズを行ってください。この場合 、 Logical Drive の 
違択メニューで < Esc > キーを押すことにより、前のメニュー旧 .2 章國45参照)に戻ってしまうと、 
現在実行中のイニシャライズが終了するまで 、 Logical Drive の違択 メニューじ人ること ができな 
くなりますので、現在実行中のイニシャライズが終了するのを待ってから、他の Logical Drive の 
イニシャライズを行うことになります。 
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8.2.4.3 Rebuild Redundancy Data 

マニュアルリビルドを行いまず。 

rAdvanced Options 」 を選択ずると> 次の画面が表示されまず。 


Check Consistency 
Initialize Drive 
Rebuild. 民 edundancf Dataj 

Cancel Background Task 
Delete Logical Drive 


図 58. Rebuild Redundancy Data 


通常はスタンバイリビルドまたは故障した八ードディスクを交換することによるオートマチックリ 
ビルドが自動的に巧われますので、本メニューによりマニュアルリビルドを行う必要はありませ 
ん /。 


どうしても マニュアル リビルドを行う必要がある場含のみ 、 「Rebuild Redundancy Data 」 を選択 
し、 マニュアル リビルドを巧ってください。 

なお、本メニューからリビルドを実施すると、指定した Logical Drive が所属ずるパック全体に対 
してリビルドが実巧され、「8.3. 6.1 章 Rebuild Redundancy DataJl こ示ず手順で実巧した場合と 
結果は同樣となります。 


8.2.4.4 Cancel Background Task 

background 処理をキャンセルしまず。 

「Advanced Options 」 を選択すると、次の画面が表示されまず。 

Check Consistency 
Initialize Drive 
Rebuild Redunaancy Data 
Cancel Background Task 
Delete Logical Drive 

國閱 . Cancel Background Task 

本メニューは使用しないでくだをい。 

_ 

丰ヤンセルする場合は 、 Background Tasks (10.8 章参照）により巧ってくださし、。 
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8.2.4.5 Delete Logical Drive 


一番新しく設定された Logical Drive の削除を行います。 
「Advanced Options 」 を選択ずると、次の画面が表示されまず。 


Check Consistency 
Initialize Drive 
Rebuild Redundancy Data 
Cancel Background Task 
Delete Logical Drive 


図 60. Delete Logical Drive 


ここて TDelete Logical Drive 」 を選択すると 、 Logical Drive が削除されます。 


Q いったん 、 「Delete Logical DriveJ を選択して < Enter > キーを巧ずと 、 Logical Drive は元には 
戻せないためま意が必要でず。 
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8.3 Physical Device 


Physical Device の表示方法を！:又下に示しまず。 


Disk Array 
Logical Drive 
を hwsical Device 


図 61.Physical Device 


ここで 「Physical Device 」 を違択すると、次の画面が表示されます。 


Physical Drive Selection 
Controller 0 

Please select a physical device : 


Drive Capacity 


Chan : ID Type 

Vendor 

Model 

Version 

(gb) 

Status 


| 〇：〇〇 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

Online 1 

0:01 

0 : 02 

Seaaate 

Seaaate 

ST 39236 LC 

ST 39236 LC 

0010 

0010 

8.384 

8.384 

Online 

Online 


図 62 . 八ードディスクの選択 


希望する Physical Device を選択してく ださい。 


44 






























8.3.1 View or Modify Drive Configuration 

八ードディスクに関ずる情報を表示します。 

図62の画面でホ望する Physical Device を選択すると，次の画面が表示されます。 


View or Modit が Drive rnnt i. ずが at- 1 nn , 
View Detect List 
View Error Counts 
Designate Drive as Spare/Unused 
Locate Device 


Advanced Options 


図 63. View or Modify Drive Configuration 


ここて TView Or Modify Drive Configuration」 を選択ずると、次の画面が表示されます。 


Device 

Con£iguration 

controller 〇 , Channel 〇 , Taraet 〇 

Vendor 

Seagate 

Model 

ST 39236 LC 

Firmware Version 

xxxxx 

Capacity 

8.463GB 

Read Cache 

Enabled 

Write Cache 

Disabled 

Status 

Online 

1 [Ok] 

1 Cancel 1 



図 64. Device Configuration 


[Ok] を選択すると、前の表示に戻ります。 


8.3.2 View Defect List 


本^ニューは未サポートです。 

a 本メニューは実施しないでください。実施されますと処理に失敗し、八ードディスクのエラーカウ 
ントが増加ずる場合がありまず。なお、エラーカウントは再起動により、リセットされまず。 


View or Modify Drive Configuration 
View Defect List 
View Error Counts 
Designate Drive as Spare/Unused 
Locate Device 


Advanced Options 


図 65. View Detect List 
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8.3.3 View Error Counts 


八ードディスクのエラーカウントを表示します。 

図62の画面で希望する Physical Device を違がずると、次の画面が表示されまず。 


View or Modifv Drive Conflauratio 打 
View Defect List 
[view Error Counts] 

Designate Drive as Spare/Unused 
Locate Device 


Advanced Options 


図 66. View Error Counts 


ここで 「View Error Drive Counts 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Error Counts 

Controller 0, Channel0, Target 0 


Parity Error : 

0 

Soft 

Error : 

0 

Hard 

Error : 

0 

Misc 

Error : 

0 


[[Ok]] 


國目ス Error Counts 

[ Ok ] を選択ずると、前の表示に戻ります。 
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8.3.4 Designate Drive as Spare/Unused 

[Designate Drive as Spare / Unused 」 の表示方法を W 下に示します。 


図62の画面で希望ずる Physical Device を選択ずると、次の画面が表示されまず。 


View or Modify Drive Configuration 
View Defect List 
View Error Counts 
Designate Drive as Spare/Unused 
Locate Device 


Advanced Options 


図 68. Designate Drive as Spare/Unused 


ここて TDesignate Drive as Spare / Unused 」 を選択します。 


8.3.4.1 スペアディスクを構成する場合 

対象のハードディスクが unconfigured の状態である場合にのみ、スペアディスクに設定すること 
ができまず。 

スペアディスクに設をずる方法をじ(下に示しまず。 

Warnina 

Designate Drive as Spare 
Controller 0, Channel 0, Target 4 

The physical drive will be added to the spare pool. 

Are you sure you want to continue with this process? 


[Yes ] I LNoJ I 

図 69. Spare への蛮更指示 

[ Yes ] を違択ずると、スペアディスクに設定されます。 
[ No ] を違択ずると、前の表示に戻ります。 
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8.3.4.2 Unconfi 邑 ured にする場合 

対象のハードデイスクがスペアデイスクの場合1このみ， unconfigured にすることができます。 


unconfigured にずる方法を W 下に示しまず。 


Warning 

Designate Drive as Unused 
Controller 0, Channel 0, Target 3 

The physical drive will be removed from the spare 
pool.Are you sure you want to continue with this 
process? 


[Yes I I [No]] 


図 70. Unconfigured への変更指示 


[ Yes ] を選択すると、 unconfigured になります。 
[ No ] を選択すると、前の表示に戻ります。 
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8.3.5 し ocat 白 D 百 vie 白 

八ードディスクの LED を点なさせます。なお，八ードディスクの種類によって、点なしないものも 
あります。 

図62の画面でホ望する Physical Device を違択すると、次の画面が表示されます。 


View or Modify Drive Configuration 
View Defect List 
View Error Counts 
Designate Drive as Spare/Unused 
Locate Device 


Advanced Options 


図 71.Locate Device 


ここで 「Locate Device 」 を違択すると、次の画面を表示します。 

Notice 

Locate 

Controller 0, Channel 0, Target 0 

Physical drive LEDs (if applicable) should be 
blinking. 


[[Ok] I 

國 72. Locate Device 終了指示 


[ Ok ] を選択ずると、 LED は消灯します。 
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8.3.6 Advanced Options 

Advanced Options の表示方■法を W 下 I こ示します。 

図62の画面で希望する Physical Device を選択すると、次の画面が表示されまず。 


View or Modify Controller Conflauratio 打 

View Defect List 

View Error Counts 

Designate Drive as Spare/Unused 

Locate Device 

Advanced Options 


図 73. Advanced Options 

ここで 「Advanced Options 」 を選択します。 


8.3.6.1 Rebuild Redundancy Data 

マニュアルリビルドを巧います。通常はスタンバイリビルドまたは巧障した八ードディスクを 
交換ずることじよるオートマチックリビルドが自動的に巧われまずので、本メニューにより 
マニュアルリビルドを行う必要はありません。 

マニュアルリビルドの方法を W 下に示します。 


Rebuild. Redundancy Datai 

Format Drive 
Make Drive Offline 
SCSI Property 


図 74. Rebuild Redundancy Data 


ここで 「Rebuild Redundancy Data 」 を選択ずると、次の画面が表示されます。 


Warning 

Rebuild Redundancy Data 
Controller 0, Channel 0, Target 0 

The rebuild process will regenerate the data on the 
selected physical drive. Are you sure you want to 
continue with this process? 


[res I I [No]] 


図 75. Rebuild 開始指示 


マニュアルリビルドを行う場合は、 [ Yes ] を選択します。 
マニュアルリビルドを行わない場合は、 [ No ] を選択します。 


已〇 


処理は background で実行されます。 

































8.3.6.2 Format Drive 

八ードディスクのフォーマツトを巧います。 

八ードディスクは化荷時にフォーマツトされていまずので、通常このメニユーを使う'必要はありま 
せん。また online 状態の八ードディスクはフォーマツトできません。 

八ードディスクのフォーマツト方法をじ(下に示します。 


Rebuild Reaunaancy Data 
Format Drive 
Make Drive Offline 
SCSI Property 


図 76. Format Drive 


ここで 「Format Drive 」 を違択すると、次の画面が表示されます。 


Warning 
Format Drive 

Controller 0, Channel 0, Target 5 

The format process will erase all data on the 
selected physical drive. Are you sure you want to 
continue with this process? 


[^es ] I [N。]] 


図の . Format 開始指示 


フォーマツトを実行する場合は、 [ Yes ] を選択しまず。 
フォーマツトを実行しない場合は、 [ No ] を選択しまず。 

処理は background で実行されまず。 
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8.3.6.3 Make Drive Online/Offline 

八ードディスクの状態を変更ずる方法を tTF に示します。 

• Make Drive Online 

八ードディスクの状態を offline から online に強制的に変更しまず。 

本機能は、通常は絶対に使用しないでください。データを破壊ずるおそれがありまず。 

Rebuild Redundancy Data 
Format Drive 
Make Drive Online 
SCSI Property 

図 78. Make Drive Online 

ここで 「Make Drive Online 」 を違択すると、次の画面が表示されまず。 

内 arnincr 

MaKe Drive Online 
Controller 0, Channel 0, Target 0 

Making a device online may result in data corruption. 

Are you sure you want to continue with this process? 


[Yes I I [N。]] 

國 79. Online への変更指示 

online にする場含は、 [ Yes ] を選択します。 
online にしない場合は、 [ No ] を選択しまず。 

• Make Drive Offline 

八ードディスクの状態を online から offline に強制的に変更しまず。 

本機能は、通常は絶巧に使用しないでください。データを破壊ずるおそれがありまず。 

_ 

Rebuild Redundancy Data 

Format Drive 

[Make Drive 日 f£line1 

SCSI Property 

國 80. Make Drive Offline 


已 2 







































ここで 「Make Drive Offline 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Warning 

MaKe Drive Offline 
Controller 0, Channel 0, Target 0 

Making a device offline may result in data or data 
redundancy loss. Are you sure you want to continue 
with this process? 


[fes ] I [N。]] 


図 81. 日 ffline への変更指示 

offline にずる場合は、 [ Yes ] を選択します。 
offline にしない場合は、 [ No ] を選択しまず。 


8.3.6.4 SCSI Pr 叩 erty 

J \— ドディスクの設定!を巧いまず D 


Q 特に必要のない限り、変更しないでください。設ちずる場合は、ずべてのバードディスクを個別に 
設定する必要がありまず。 


Rebuild Reaunaancy Data 
Format Drive 
Make Drive Online 
SCSI Property 


図の . SCSI Property 


ここで 「 SCSI ド「〇9日け乂」を選択ずると、次の画面が表示されます。 



Physical Drive 

SCSI Properties 


Controller 1,Channel 0, TargetID 2 

Bus 

Speed (MHz) : 

80 

Tag 

Queuing: 

16 

Bus 

Width (8=Narrow, 

16=Wide) : 16 


[Ok] 1 

1 Cancel 1 


图 83. SCSI Property お認/をま 
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八ードディスクの設定方法をじ(下に示します。 


• Bus Speed 

初期値は，「80」になっています。 SCSI バスの転を周玻数 ( MHz ) を設定します。 

• Tag Queuing 

初巧値は>「16」になっています。コマンドキューイングの数を設定します。 

• Bus Width 

初期値は>「16」になっています。データバス幅を設をします。 

設をに聞題がない場合は、 [ Yes ] を達択します。 

設定を変更した場合はじ(下のようなメッセージを表示します。 

Notice 

Save Chancres? 

Controller 0, Channel 0, Target 0 

Modifications have been made to the parameters 
pertaining to this physical device. Would you like 
to save the changes? 

[Yes I I [N。]] 

國 84 . 変更指示 

変更を有劾にする場合は、 [ Yes ] を達択しまず。 

変更を無劾にする場合は、 [ No ] を選択します。 
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9 デ/レ r スの再検索 

〜 P 百 scan for N 白 w D 白 vie 白 s 〜 

コント□—ラと八ードデイスクのスキヤンを巧いまず。 

J \- ドディスクを追力□した場合、故障した八ードディスクを交撫した場合に実行してください。 


Configure RAID Drive 

View or Modify Controller Conflauration 
Perform Administration on ... 

[Rescan tor New Devicesi 


Advanced Options 


図 85. Rescan for New Devices 


ここて TRescan for New Devices 」 を選択ずると、次の画面が表示されまず。 


Notice 

Scanning Controller 0, Channel 0, Target ID 1... 

I に ance 丄 .1 i 


図 86. Rescan 動作中 
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10 追加オプション 

〜 Advanced Options 〜 

本章では，主にフ□、ソピーディスクじアクセスする操作について説おしまず。 

「Advanced Options 」 を選択します。 

Confiaure RAID Drive 

View or Modirv Controller Configuration 
Perform Administration on ... 

Rescan for New Devices 

Advanced Options 

國の . Advanced Options 


ファイル名について： 

• 人力したファイルをと同じ名前のファイルがすでにを在する場合、データは上書きされますの 
で、ごを意<ださい。 

• 「10.2章 Backup Configuration 」 、「10.4章 Print Configuration 」 の各操作では > '必ず異なる 
ファイルをを入力してください。 

• 操作を行った日付をファイルをにすることをお勧めします。同ーシステムにコント□ーラを複 
数あ実装ずる場合、対まのフ□、ソピーディスクをコント□ーラごとに変えるろ\ファイルをに 
コント□-ラの識別を入れてください。 

• <Back Space > キーで、前の文字を消去する編集のみできます。 


己己 









10.1 Update Flash Code 


コント日ーラの円 ash をアップデートしまず。 「 Flash のアップデート」とはコント□-ラのファーム 
ウェアや团 0 S のアップデートのことを指し、届常は実施しません。 


図87の画面で 「Advanced 0 ptions 」 を逞択すると、次の画面が表示されまず。 


Update Flash Code 
Backup Configuration 
Restore Configuration 
Print Configuration 
Clear Configuration 
Clustering 
HostID Change 
Background Tasks 


図 88. Update Flash Code 


ここで 「Update Flash Code 」 を選択ずると、次の画面が表示されます。 


Update Flash Code 
Controller 0 


Please insert a diskette and type in the 
configuration filename (the rile must 
reside in the root directory): 



A:\ 1 


1 [Ok] 

1 1 Cancel | 


圏 89. 

ファイルを入力 


コント□ーラの円 ash をアップデートする方法をと rF に示します。 


I 円 ash のデータを格納したフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライブに入れ、 

ファイル名を入力ずる。 

ご? < Tab > キーを使用し、力ーソルを [ Ok ] に移動させ、 < Enter > キーを巧ず。中止したい 
場合はに ancel ] を選択し、 < Enter > キー巧ず。 


• 指定したファイルの内容が表示されます。 . ① 

• ずべてのコント□-ラの円 ash の内容を表示しまず。 . ③ 

• ァ、ソプデートの対象には^^£りが表示されます。 . ③ 


• 反転表示の状態で < Ente 「> キーを押すごとに、^印が表示/非表示に変わりまず。 

• < Tab > キーにより下ちに力ーソルを移動させて [0 K ] を違択します。 [ Cancel ] を選択すると 
処理を中断します。 


RAID EzAssist コンフィグレーシヨンユーティリティ 57 




























霞 

國 9 日 . コント□ーラ選択 


〇 最終確認メッセージび出た6、 [ Yes ] または [ No ] を選択ずる。 

[ Yes ] を選択すると、円 ash の update を実行しまず。 

[ No ] を選択すると、処理は中断されまず。 

Warning 

Flash Code Update 

The £iash process can not be interrupted. Keyboard 
input will be disabled during this process. Are you 
sure you want to continue with this process? 


[res I I [No]] 


図 91.Flash 開始指示 








































次の画面が表示され、円 ash を実行しまず。完了ずるまで数十秒かかります。 


Flash Process Status 


Controller 

No. Model Status 


0 AcceleRAID xxx Flashing... 


図 92. 円 ash 実行中 


4 処理び正常に終了した5、に k ] を還択ずる。 


Flash 

Controller 

No. Model 

Process Status 

Status 


0 AcceleRAID xxx 

Flashing done. 



1 [Ok] 1 



國 93. 円 ash 完了 

コント□ーラの選択メニューに戻ります。 
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10.2 Backup Configuration 


コンフィグレーシヨン情報をフ □、ソ ピーディスクにバックアップします。 

バックアップデータは誤ってコンフィグレーシヨンを変更してしまった場合や、コント□-ラを交 
換する場合にあ要になります。 

新規にコンフイグレーシヨンを巧った、あるいはコンフイグレーシヨンの設定変更を巧った際はお 
ず本機能を使用してコンフィグレーション情報のバックアップを行ってください。 


因 


• ずべての八ードディスクのステータスが online または spare であることを確認してか5、バッ 
クアップを行ってください。 

• back 宫 round 動作 （リビレド、イニシャライズ 、 consistency checks フオー マット）を 
行つていないことを確認してか5パックアップを巧ってください。 


図87の画面で 「Advanced Options 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Update ど丄 ash Code 
Backup Configuration 
Restore Conrlauration 
Print Configuration 
Clear Configuration 
Clustering 
HostID Change 
Background Tasks 


図 94. Backup Configuration 


ここで 「Backup Configuration 」 を選択すると、次の画面が表示されまず。 


Backup Configuration 
Controller 0 

Please insert a diskette and tvpe in the 
configuration filename (the file must 
reside in the root directory): 

[a ：\ 


[[Ok] I I Cancel] 


図 95 . ファイル名人力 


フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに入れて、ファイルをを入力します。 

カーソルを下部に移動し、 [ Ok ] を S 択すると動作を開始します。 

に ancel ] を選択ずると処理を中断しまず。 
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10.3 Restore Configuration 


以前バックアップしたコンフィグレーションをリストアしまず。 


國87の画面で 「Advanced Options 」 を選択ずると、次の画面が表示されます。 


Update Flash Code 
BackuD Configuration 
Restore Co 打 riguratio 打 
Print Configuration 
Clear Configuration 
Clustering 
HostID Change 
Background Tasks 


図 96. Restore Configuration 


ここで 「Update Flash Code 」 を選択ずると、次の画面が表示されます。 


Restore Configuration 
Controller 0 

Please insert a disKette ana type in the 
configuration filename (the £ile must 
reside in the root directory): 


A: \ 


[[Ok] I I Cancel] 


図 97 . ファイルを入力 


じ(前 y \‘ックアップしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに人れて、ファイル名を 
入力します。力ーソルを下部に移動し、 [ Ok ] を違択ずると動作を開始しまず。 

[ Cancel ] を違択ずると処理を中断しまず。 
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10.4 Print Configuration 


現在のコンフィグレーシヨンを読み化し、フ□，ソピーディスクにファイルとして格納しまず 。デー 
夕はテキスト形まです。 

図87の画面で 「Advanced Options 」 を逞択すると、次の画面が表示されます。 


Update ど丄 ash Code 
Backup Configuration 
Restore Conrlauration 
Print Configuration 
Clear Configuration 
Clustering 
HostID Change 
Background Tasks 


図 98. Print Configuration 


7 フ □ ッピーディスクをフ □ ッピーディスクドライブに入れて、ファイル名を入力ずる。 

之 力ーソルを下部に移動し、 [ Ok ] を選択する。 

動作を開始します。 [ Cancel ] を違択すると処理を中断します。 

Print Configuration 
Controller 0 

Please insert a diskette and tvTDe in the 
configuration filename (the file must 
reside in the root directory): 

瓦 \ 1 

I [Ok] I [ Cancel i 

國 99 . ファイルを入力 
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10.5 Clear Configuration 


コンフイグレーシヨン（パック、 Logical Drive) をクリアします。 


図87の画面で 「Advanced Options」 を選択ずると、次の画面が表示されます。 


Update Flash Code 
BackuD Configuration 
Restore Co 打 riguratio 打 
Print Configuration 
Clear Configuration 
Clustering 
HostID Change 
Background Tasks 


図 100. Clear Configuration 


ここて TClear Configuration」 を選択ずると、次の画面が表示されます。 


Warning 

Clear Configuration 
Controller 0 

Clearing the controller configuration will erase all 
RAID configuration. Are you sure you want to do this? 


[ 拍 s ] I [No]] 


図 101.Clear Configuration 開始指示 


[Yes] を違択ずるとクリアを実行します。 [No] を選択すると処理を中断します。 


1 0.6 Clustering 


本メニューはホサポートでず。 


1 0.7 Host ID Change 


本メニューはホサポートです。 
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10.8 Background Tasks 


ij ビルド、イニシャライズ 、 consistency check . フォーマットは background で動作していま 
す。 

background 動作を実巧している場合は(①参照)のような表示が化ています。 

なお、 background 動作中は 、 [Configure RAID Drive」、「Perform Administration on のメ 
ニューに入ることはできません。 


Mylex RAID EzAssist x.xx-xx 


Controller 0 : AcceleRAID xxx,F 内 Vx.xx-xx 


Welcome to RAID EzAssist. 
Mylex Disk Array Controller 


Pie, 

Con 

Coi 

No 


Configure RAID Drive 

View or Modify Controller Configuration 
Con 


Per 

Res 


Adv 


0 Accs 

XX 


Update Flash Code 
Backup Configuration 
Restore Configuration 
Print Conriguration 
Clear Conriguration 
Clustering 
HostID Change _ 

[Background Tasks] 


trmware 


Arrows,Tab=SELECT ； PgUp/PgDn=SCROLL ； Enter=ACCEPT ； ESC=PREV 


There are background tasks running 


①' 


図 102. Background 動作中 


Background Tasks 
Controller 0 

Select the task desired to be canceled {Physical drive formatting cannot 
be canceled) : 


Device Name Capacity(GB) Status Completed 


Logical Drive 0 

1.156 Initializing 

59 

Logical Drive 1 

1.125 Initializing 

49 


r [Refresh] I [Cancel Task] 


國 103. Background Task 進行状況 fit 認 

上記は Logical Drive 0、 1 がイニシャライズしている例でず。 completed の列は進行状況をパー 
センテージで表しています。進行状況の表示は [ Refresh ] を選択し、く Erite 「> キーを押ずこと I こよ 
り更新されます 。 [Cancel Task ] を選択すると、 background 動作を中断します。 
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11 RAID EzAssist の終了 


< Esc > キーを数回押ずと、次のようなメッセージが表示されまず。 



図 104 .終了確認 


RAID EzAssist を終了させる場合は、 [ Yes ] を違択します。 [ No ] を違択すると前の表示に戻りま 
す。 

しば6くずると ， RAID EzAssist が終了します。 

RAID EzAssist が終了した5、システムの電源を OFF にずるか、 [ Ok ] を違択してシステムをリブー 
卜させて < ださい。 

System Restart 

System can now be powered o£f, select OK to reboot.. 


[[Ok] I 


図 105. 電源 OFF/ リブート 
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